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当局は令和 5 年 12 月の記者会見で、県立障害者支

援施設方向性ビジョンが公表し、中井やまゆり園の独

立行政法人化の方向性を打ち出しています。  

組合としては、独立行政法人化は地域において活用

できる資源がない利用者や家族に対して必要なサー

ビスを提供し、その支援方法を広めていく県としての

役割を果たすことと無関係であり、コストカットを行

うだけであると考えます。県立障害者支援施設方向性

ビジョンには不十分な点が多々あり、地域の中でより

困難な状況にある方への支援ができなくなる、そのよ

うな可能性がある施策です。国の定める障がいサービ

スの報酬基準では十分な支援がしきれず、市町村や地

域で支え切れない人もいる事実に目を向け、必要な支

援施策（予算措置も含め）を行っていくべきだと考え

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、中井やまゆり園で現在求められる支援を行うに

は、職員の人員体制は不十分です。職員が恒常的に欠

員になる中、様々な要望に応えるため、大幅な超過勤

務を迫られている職員も散見されます。精神面も含め、

体調が十分でない職員が無理して支援を行うことが、

利用者に良い影響を及ぼすとは考えられません。 

職員が追い詰められ、不適切な支援につながりかねま

せん。必要なサービスを求められているのであれば、 

それを実現できるようなマンパワーを提供すること

が、使用者・管理監督者の責務だと考えます。  

 現場の実情を今回は伝えさせていただきました。皆

様の声をお寄せください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 

 

 

西湘労連 「新春旗開き」を開催
 

中井やまゆり園を取り巻く状況
 

西湘地域労働組合総連合（略称：西湘労連）の加盟労組から 40 人が参加し、1 月 19

日、小田原市民サポートセンター「ウメコ」で 2024 年新春旗開きが開催されました。 

主催者あいさつで池田議長（西湘合同労組）は、春闘情勢に触れ、「5 年間で 43 兆円

もの防衛予算を見込んでいるが、能登半島地震の復旧・復興にこそお金を回すべき。

510 兆円に及ぶ大企業のため込みをわずかに取り崩せば、大幅賃上げも可能」として、

物価高を上回る賃上げを勝ち取る決意を表明しました。 
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　☆補助申請の締め切りが近くなりました。まだ申請していない方はご利用ください☆

＊要領

1.補助対象者

2.該当半券 ・使用半券1枚500円以上の券に対し、500円補助。映画・演劇、スポーツ観戦等入場料等。　

・年度補助額2,000円まで。他の割引併用は不可。家族使用の半券でも申請できます。

・チケット1枚から申請可。補助金は、職場へお届けします。

3.申請方法 所属・氏名を記入し、半券（利用日が2023年4月～2024年3月分）を添付。

支部又は、各所属分会長・連絡員へお願いします。

4.支払期間

5.提出先 神奈川県職員労働組合　西湘支部（小田原合同庁舎2Ｆ）

 ・☎(代表）0465-32-8000（内線）3701、（直通）☎32-8955  /fax　32-8956

 ・メールアドレス　seisyo.kensyokuro@gmail.com

 ・業務時間：㈫・㈭・㈮、第1・3㈬　8：30-17：15

所属・課 氏名：

　 申請枚数

枚

受領日

領収印・サイン

支部記入欄

映画　　　 　　　　枚

スポーツ　　　　枚

芸術系 　　　　　　枚

その他　　　  　枚

コンサート　　  枚

支払金額

円

№

半券添付欄

・デジタル決済でチケットが出ない場合は、支払い履歴でも申請が出来ます。印刷し添付して下さい。

✿２０２３年度　県職労西湘支部文化レクリエーション補助　申請書✿

西湘支部組合員　

2023年9月20日～2024年3月20日

西湘支部組合員への文化・レクリエーション企画の一環として補助を行います。

申請日：　　　年　　月　　日

ご注意下さい。

組合宛の書類は「逓送便」では送れません。支部に持ち込みいただくか、直接支
部に連絡下さい。回収に伺います。

 


